
 1

平成 25 年 2 月 8 日 

楢葉町住民意向調査 調査結果（速報版） 

復 興 庁 

福 島 県 

楢 葉 町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=3,888）

無回答
6.4%

女性
49.4%

男性
44.2%

 

※高校生には、全体の設問から一部を抜粋した調査票により質問したため、設問番号が一般（高校生以外）と異なっている。 

以下、同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要 

１．調査対象： 15 歳以上（中学生を除く）の全楢葉町住民 6,986 人 

２．調査時期： 平成 24 年 11 月 29 日（木）～12 月 13 日（木） 

３．調査方法： 郵送法 

４．回収数： 3,888 人（回収率 55.7%） 

（１）性 別 【一般：問 30(1)・高校生：問 14(1)】 

（２）年 齢  【一般:問 30(2)・高校生：問 14(2)】 

１．回答者の属性 

10～
20代

30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

全　　体 (n=3,888) 10.9 10.4 10.9 18.0 20.6 24.8 4.4
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（％）

自営業
会社員

（事務）
会社員

（労務）
公務員 その他 学生 無回答

高校生以外 (n=3,755)

パート・
アルバイト

無職（退職者含む）

12.6 9.3 21.5 12.1 3.6

2.3

2.4 32.9 3.2

有職者　61.4%  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．震災発生当時の状況 

（３）世帯主の別 【問 31】 

（１）震災発生当時の職業 【問 3(1)】 

（２）原子力発電所関連の仕事従事状況 【問 3(3)】

高校生以外（n=3,755）

無回答

6.3%

当時世帯主では

なかった

51.5%

当時世帯主だった

42.2%

（％）

原子力発電所
に勤務して
いた

無回答

公務員以外の
有職者

(n=2,171)

「主な取引先が原子力
発電所」である事業所
に勤務していた

「主な客が原子力
発電所に勤務して
いる人」である店舗
等に勤務していた

その他

原子力発電所との関連は
なかった（または、あま
りなかった）

10.5 8.2 2.7

2.4

65.0 11.2
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（％）

福島市 楢葉町 無回答

いわき市

会津美里町

郡山市
会津

若松市 その他

全　　体 (n=3,111) 83.2 5.5

1.6

1.4

2.1

2.2

3.8

0.2

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪震災発生当時同居していた家族の分散状況 問 34(5)≫ 

 

 

 

当時世帯主（n=1,511）

無回答

11.8%

複数箇所に分か
れて避難している

36.5%

世帯でまとまって

避難している

51.7%

３．現在の状況 

（２）現在の避難状況 【問 34(3)】 ※世帯単位の回答 

 

（１）現在の避難先 【一般：問 8、高校生：問 3】 

≪現在の避難先（県内市町村）：福島県内避難者≫ 

県 内 

（％）

無回答

合計２か所に分散
合計４か所以上

に分散

分散避難者

震災当時当時

世帯主

(n=552)

合計３か所に分散

63.6 27.0 4.3 5.1

（％）

福島県
東北

（福島以外）
関東 その他 無回答

全　　体 (n=3,888) 80.0

0.9

12.9

2.8

3.4
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（％）

自営業
会社員

（事務）
会社員

（労務）
公務員 その他 学生 無回答

震災発生当時 (n=3,755)

現 在 (n=3,755)

パート・
アルバイト

無職（退職者含む）

5.2 7.0 15.8 7.1 3.1 5.2

12.6 9.3 21.5 12.1 3.6

2.3

2.3

1.4

2.4

52.9

32.9 3.2

有職者　61.4%

有職者　40.6%  
 

 

 

 

 

 

 

 

（４）現在の職業（就業形態）【問 9(1)】 

（３）現在の住居種別 【問 33(1)】 ※世帯単位の回答 

高校生以外 

（％）

その他

無回答

現在世帯主・
代表者

(n=1,926)

家族の
うちど
なたか
の実家

親戚・
知人宅

公営住宅
（有償）

民間賃貸
（有償）

応急仮設住宅

給与住宅（社
宅、公務員宿
舎など）

民間住宅・公営
住宅などの借り

上げ型
（家賃無償）

  持ち家
  （ご家族または
  ご本人所有）

34.5 40.8 10.5

0.5

2.6

1.22.0

3.9

1.8

2.2
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（５）現在と震災発生当時の勤め先の相違  【問 9(3)】 

≪震災前後で仕事が変わったもっとも大きな理由 問 9(4)≫ 

有職者（n=1,524）

無回答
10.0%

違う
30.4%

同じ
59.6%

（％）

自主的に

退職した
解雇された

会社が休業

になった
その他 無回答

転職者 (n=463)

会社そのものが倒産・

廃業になった

避難したため、職場に

通えなくなった

8.0 20.1 9.7 19.2 25.5 14.9 2.6



 6

 

無職者（退職者含む）（n=1,986）

無回答
16.9%

職を探していない
68.9%

職を探している
14.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）現在の求職状況 【問 9(5)】 

≪職を探していないもっとも大きな理由 問 9(6)≫ 

（７）現在の避難生活でもっとも困っていることや改善を求める分野 【問 10】 

（％）

希望する
職場がな
いから

その他 無回答

非求職者 (n=1,369)

年齢的に困難・
高齢のため

震災を機にリタイ
ア（退職など）し
たから

元の地域・職場に
戻る予定だから

当面賠償金で
生活できるから

震災前からリタイ
ア（退職など）し
ているから、専業
主婦だから、学生
だから

病気・体調不良の
ため

6.9 3.3

0.7

5.3 18.8 41.0 13.2 7.7 3.1

（％）

医療 教育 就労・労働 その他 無回答

高校生以外 (n=3,755)

介護・福祉

コミュニティ形成（地域
社会とのつながり）

13.0 3.3 5.2 17.9 33.7 13.4 13.5
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（％）

その他

いわき市

会津美里町

郡山市 楢葉町 無回答

全　　体 (n=1,795)

福島市
会津
若松市

86.1 3.6

1.6 0.9 1.2

3.3

2.8

0.5

 

※問 16(1)で「今の場所で過ごしたい」と回答した福島県内での避難者（1,509 人）と、「今の場所から移動（転居）した

い」と回答して、移転先として福島県内の市区町村を選択した回答者（286 人）を合算して集計。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の避難期間中に希望する住居形態 【問 17】 

（１）今後の避難解除まで生活をしたい自治体 【一般：問 16(1)】 

４．避難解除までの生活意向 

（％）

今の場所で
過ごしたい

今の場所から移動
（転居）したい

現時点では
わからない、
判断できない

無回答

高校生以外 (n=3,755) 48.7 13.7 34.2 3.4

（％）

民間賃貸
公営住宅
（災害公営
住宅を含む）

給与住宅
（社宅、
公務員宿舎
など）

持ち家
（ご家族
またはご本人
所有）

その他 無回答

高校生以外 (n=3,755) 31.2 18.4

1.4

36.5 3.9 8.7

福島県内での希望居住地 
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（％）

進学を希望してい
る、または進学が決
まっている

就職を希望してい
る、または就職が決
まっている

まだ決めていない 無回答

高校生 (n=133) 57.1 24.8 16.5

1.5

 
 

 

 

 

（％）

いわき市 その他 無回答

進学・就職
希望者

(n=109)

まだ決めていない

関東地方

その他福島県内

福島県外の
東北地方

45.9 13.8 8.3 17.48.3

1.8

4.6

 

 

 

（％）

震災によって進
学をあきらめた

無回答

高校生：進学・
就職希望者

(n=109)

震災によっては変わっていない

震災によって進学・就職先や地域を変えた

59.6 33.9 2.8

3.7

 

 

 
（％）

楢葉町にすぐに
戻りたい

条件が整えば、
楢葉町に戻りた
い

楢葉町には戻り
たくない

今はまだ判断で
きない

無回答

高校生 (n=133) 28.6 30.1 39.1

2.3 -

 

（３）高校卒業後の進路希望 【高校生：問 5】 

≪進学や就職を希望する地域 高校生：問 6≫ 

≪震災による進路希望の変化 高校生：問 7≫ 

≪避難指示解除後の楢葉町への帰還意向 高校生：問 8≫ 
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（％）

楢葉町にすぐに
戻る

条件が整えば、
楢葉町に戻る

楢葉町には戻ら
ない

今はまだ判断で
きない

無回答

高校生以外：
全数

(n=3755)

１０－２０代 (n=290)

３０代 (n=406)

４０代 (n=423)

５０代 (n=701)

６０代 (n=800)

７０代以上 (n=966)

3.3

8.1

11.0

19.5

20.3

21.2

23.4

34.8

40.6

41.7

47.6

46.8

27.9

18.1

12.9

11.0

30.3

30.0

45.4

38.8

35.3

27.2

1.7

1.4

10.0 33.3 22.0 33.8

0.6

0.3

0.1

0.0

0.2

0.3

0.9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）避難指示解除後の楢葉町への帰還意向 【一般：問 18,高校生：問 8】 

５．帰還意向 

（２）帰還後の楢葉町に必要なもの 【問 19(1 番目～３番目の合算・複数回答) 】 

高校生以外：即時帰還意向者(n=375)

医療機関

商業施設（商店、コンビニエンススト

アなど）

介護・福祉施設

地域コミュニティ

雇用・就労の場

学校

その他

無回答 5.3

3.5

12.0

18.1

31.2

38.4

76.0

81.1

0 25 50 75 100
(％)
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（３）楢葉町への帰還の際に望む行政支援の内容（複数回答） 【問 20】 

（４）楢葉町に戻るために必要な条件 【一般:問 21(1 番目～３番目の合算・複数回答),高校生：問 9】 

高校生以外：即時帰還意向者(n=375)

商店の再開の支援

継続的な健康管理の支援

楢葉町からの継続的な情報提供

住宅再建の支援

コミュニティ再生の支援

農・林・漁・畜産業の支援・指導

雇用確保の支援

その他

無回答 5.3

5.1

20.8

28.8

32.8

46.4

50.1

54.4

66.1

0 25 50 75 100
(％)

条件付き帰還意向者(n=1,288)

放射線量が低下すること

水道水などの生活用水が安全である
ことが確認されること

原子力発電所の安全性が確保され
ること

町内に商店、コンビニエンスストアな
どの生活商業施設が再開されること

医療機関の整備、介護・福祉サービ
スが確保されること

交通インフラ（道路、公共交通機関）
が整備されること

他の住民がある程度戻ること

楢葉町もしくは楢葉町から通勤できる
範囲での雇用が確保されること

災害公営住宅が整備されること

町内の学校が再開されること

その他

無回答 2.6

3.6

8.5

9.8

11.1

15.3

16.8

31.3

36.3

37.4

40.8

50.1

0 25 50 75 100
(％)
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（６）楢葉町には戻りたいとは思わない理由（複数回答） 【一般：問 24,高校生:問 11】 

（５）楢葉町への帰還時期 【一般：問 22,高校生：問 10】 

非帰還意向者(n=866)

放射線量に対する不安があるから

原子力発電所の安全性に不安がある

から

医療環境に不安があるから

生活に必要な商業施設などが元に戻り

そうにないから

家が汚損、劣化し、住める状況ではな

いから

楢葉町に戻っても仕事がないから

町外への移動交通が不便だから

教育環境に不安があるから

他の住民が戻らないから

介護・福祉サービスに不安があるから

避難先で仕事を見つけているから

営農などができないから

今後も、津波の被害を受ける可能性が

あるから

その他

無回答 1.3

16.4

13.3

14.0

16.4

22.4

26.1

28.9

40.2

41.5

54.0

58.8

58.9

69.7

76.9

0 25 50 75 100
(％)

（％）

２年以内 ３年以内 ５年以内 ５年より後 無回答

帰還意向者 (n=1,666) 31.3 25.8 23.5 12.7 6.7
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高校生以外：非帰還意向者（n=826）

無回答

3.4%

転居時期は決
まっていない

78.7%

転居時期が決まって

いる

7.0%

すでに新しい生活拠

点に転居済み

10.9%

（７）今後の生活拠点に転居する時期  【問 26(1)】 

≪転居時期の判断基準 問 26(2)≫ 

高校生以外：転居時期未定者(n=650)

希望する転居先での住宅が確保さ

れた段階

受領する賠償額が確定した段階

希望する転居先でのご家族または

ご自身の学校の転入などの目途が

立った段階

職が決まった段階

その他

無回答 2.5

13.8

11.2

14.6

50.9

58.5

0 25 50 75 100
(％)
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（８）楢葉町に戻らない場合今後の生活に望む行政支援（複数回答）【問 27】 

（９）楢葉町への帰還を判断するために必要な情報（複数回答）【問 28】 

高校生以外：非帰還意向者(n=826)

住居の確保の支援

土地家屋の処分や固定資産税の減

免

継続的な健康管理の支援

仮設住宅、借上げ住宅利用期間の

確保

楢葉町からの継続的な情報提供

雇用確保の支援

他の楢葉町民との交流の機会

その他

無回答 3.6

5.0

14.3

20.8

43.7

45.9

46.7

56.4

59.9

0 25 50 75 100
(％)

高校生以外：帰還判断未定者(n=1,270)

町内の医療、介護・福祉サービ
ス、学校、商業施設などの再開

一定程度の放射線量の低下

東京電力による世帯ごとの賠償
額の確定

どの程度の住民が帰還するかの
情報

その他

無回答 5.0

19.9

52.1

61.3

64.6

71.8

0 25 50 75 100
(％)



 14

 

（％）

売却する
継続して保

有する
貸与する 解体する その他

世帯で保有
する家屋や
建築物等は
ない

無回答

現在世帯主・
代表者

(n=1,926) 7.1 54.6

1.5

9.3 11.8 8.2 7.5

 

 

 

 
（％）

売却する
継続して保
有する

貸与する その他
世帯で保有
する宅地は
ない

無回答

現在世帯主・
代表者

(n=1,926) 9.3 52.6

1.9

8.8 15.4 12.1

 

 

 

 

 

（％）

売却する
継続して保
有する

貸与する その他
世帯で保有す
る農地はない

無回答

現在世帯主・
代表者

(n=1,926) 8.4 27.1 4.8 9.0 29.4 21.3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）世帯所有の家屋・建物等の今後（複数回答）【問 37(1)】 ※世帯単位の回答 

（11）世帯所有の宅地の今後（複数回答）【問 37（2）】 ※世帯単位の回答 

（12）世帯所有の農地の今後（複数回答）【問 37(3)】 ※世帯単位の回答 


